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北大農邦文紀要 16(4): 347 ~ 352， 1989 

開花期におけるエピブラシノライド処理がダイズおよび

アズキの生育・収量に及ぼす影響

中世古公男・由田宏一

(北海道大学農学部食用作物学講座)

(平成元年4月 18日受理)

Effect of Epi-brassinolide Applied at the Flowering Stage 

on Growth and Yield of Soybean and Azuki Bean 

Kimio NAKASEKO and Koichi YOSHIDA 

(Laboratory of Field Crops， Faculty of Agriculture， 

Hokkaido University， Sapporo 060， ]apan) 

1.緒 言

1979年にナタネの花粉から単離・構造決定されたフeラ

シノライド (Brassinolide，BR)I)は，ステロイドi刊各を

持ち，これまで知られていた植物ホルモンとは異なった

生理活性を示すことから2-9)，新しい植物生長調節物質

として注目され，農業への応用研究が開始されている。

また，Blミは現在では高等植物から F等植物まで広く分

布していることが明らかにされてお‘り， 23種主Nの去N紋化

合物(ブラシノステロイド)が見いだされている¥0)。

BRの1'1二用効栄については，これまでインゲンマメ 3)

やバレイショのほか数種の閏芸1'1'物11)で増収効柴が認

められているほか，コムギにおける総笑歩合の向七12)

およびナス，トマトの栄実l肥大効*13)などが報告されて

いる。また藤出14)は，最近行われた応用試験の結果を要

約し，数種の作物における橋収効果のほか， [lrjJ冷性や的H

病性の向上および薬害軽減効果などがあることを指摘し

ている。しかし，発見されてからの日も浅く，その生長

効巣の発現や安定性については不明な，山も多いのが現状

である 15)。

そこで，本研究では BRの作用効果を明らかにする研

究の一環として，まず落花・落爽率が比較的高いダイ

ズ16-18)およびアズキ19)について，開花期にエピブラシ

ノライド処理を行い，その後の着災およひ生育・収量に

及ぼす効果につL、て検討した。

Il. 材料および方法

試験は， 1988年北海道大学農学部附属農場で行い，ダ
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イズについてはキタホマレ(有限型)，アズキについては

エリモショウズ(中生)を供試した。栽植様式は，ダイズ

は陛間 40cm，株間 20cm (12.5H占1休1m2)， アズキは世

間60cm，株間 10cm (16.7(1母体1m2)として 5月25日

(アズキは・26日)1株に2粒播種し，第 1本業期に間引き

を行い 1本立てとした。肥料は豆類6号を用い， ha当

たり N-32kg， PZ05ー 100kg， KzO-80 kgの割合で，

j在地liiTiilil場に全面散布し鋤き込んだ。その他の誠治管理

は，当21場のtjY準tJj::佳法に基づいて行った。

エピブラシノライド処理は，ダイズでは開花始めの 7

月20日，アズキでは開花盛期 l亘前の 8月1日(開花始

め 7月23日)に行った。濃度は 10ー1および 10-Z

ppmの2段階，処理方法は業而散布(業処恕区:約 8ccl 

flo'i休)，茎表面散布(茎処理区:約 4ccl個体)および株直

下 5cmの土撲注入 (15cc)処理(土壊処理区)の 3処理

で，区制は 2反復活L塊法で行った。なおダイズについて

は，分枝の分化，伸長に及ぼす影響を明らかにする目的

で，処理自ij日に第3本葉ilil以下の下位節分校を切除した。

調査は， ¥， 、ずれも地上部がほぼ最大に達した処理後20

日目(ダイズ :8月8日，アズキ :8月20日)に行L、，無

処浬区を含む各処理区 10個体;について主茎分校別に器

官別乾物重 (800Cで 48時間乾燥)， および葉面積(自動

禁面積計による)を測定するとともに， 収穫期には子実

収量とその構成!Ji.i，ki(20個体)を;V，'d'i立した。

lII.結果

1. 形態的形質に及ぼす影響

Table 1に処理後20日目における形態的形質を示し
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Table 1. Effect of epi-brassinolide applied at the f10wering stage on some 
morphological characteristics at the 20th day after tr早川ment

Main stem Branches 
No. of Totalbpeor d 

Treatment (Conc).Stem No.f N 0・of No. of Total node No. of leaves ntI1ll0er 
ppm) 1叫 tlInodes U仙 bran山 nun加;仙

((p.) (cm) (/pl.) (lpl.) ((pl.) ((pl.) ((pl.) (fpl.) 

Soybean (August 8) 

Non-treatmen t 56.5 10.5 24.3 5.3 14.9 20.0 44.3(100) 

Leaf-spray 
10ー1 55.2 10.3 19.5* 5.8 17.1 22.3 41.8((94) ) 
10-2 55.6 10.5 26.7 6.3 18.3 25.6 52.3 (118 

Stem-spray 
10-1 53.4 10.3 25.5 5.8 16.7 26.7 523((118) ) 
10-2 52.3 10.2 26.3 6.6 19.6* 29.1 54.4(125 

Soil-iniection 10-
1 58.6 10.3 22.7 6.6 19.1 * 21.5 44.2((1000) ) 01寸nJectlOn 10-2 53目2 10.5 25.6 6.2 16.0 26.3 51.9 (12 

Azuki bean (August 20) 

Non-treatment 40.5 11.4 14目8 2.4 10.9 11.2 16.4 26.0 (100) 

Leaf-spray 
10-1 37.0 12目2 21.5本 2.6 13.3 12.7 22.3* 34.2((132) ) 
10-2 39.2 12.1 19.6* 2.1 11.4 10.8 20.6 30.4 (117 

Stem-spray 
10-1 42.1 12.4 20.4* 2.5 12.8 16.3 21.0 36.7 (141γ 
10-2 41.0 12.4 18.7* 2.5 11.0 11.3 20.3 30.0(115) 

Soil-in iection 10-
1 37.3 11.9 18.9斗 2.2 11.8 13.1 21.0 32.0((123) ) 011-mJectlOn 10-2 
ー 41.1 12.1 19.3* 3.2 13.2 15.3 21.4 34.6 (133 

( ): relative value (non-treatmentニ 100)，*: 5タ'6level of si日III五cancebetween a treatment 

and non-treatment 

た。まず，ダイズについてみると，主主主長および主茎節 加は総節数の増加によるばかりではなく，主茎下位菜の

数にはほとんど影響がみられなかったが，分校数，分校 枯死，脱絡が少なかったこととも関係していることがゆ]

総節数は各処理区とも増加lし， この傾 IIiJは茎処理 10-2 らかになった。一般に，形態形質や着英数に及ぼす影響

ppm区および土岐処理¥10-1ppm IRで顕著であった。ー はダイズでは分校にアズキでは主茎に強く現れた。

方，着爽数は主主主部では明瞭な効栄はみられなかった 2. 乾物生産に及ぼす影響

が，分校では各処理区とも士制f1する傾向にあり，総英数 Fig. 1は，処理後 20日目におけるダイズの器官別乾

は主芸部で減少がみられた業処理および土壊処理 10ー1 物重，業面積指数，比業面積を処攻区別に示したもので

ppm区を除くと 18-25%増加した。また，着英数の増 ある。恨および茎(葉柄を合む)乾物重には処理効栄はほ

力tl効果は，一般に 10-2ppm波度処理で大きい傾向が認 とんどみられなかったが，業身および幼爽乾物量に橋1J1l

められた。 効果(処理区平均でそれぞれ 18.2%および 40.2%)が認

アズキにおいても主茎長には影響がみられなかった められ，全乾物重は処理により 4-16%(平均 10.0%)大

が，主茎節数は有意ではないものの処理により若ず噌力tl きくなった。また，比葉面積はほとんど変動しなかった

した。分枚数.分秒、総節数も総じて憎加する傾向にあつ が，業面積指数は葉身乾物重の増加が大きかった茎処理

たが，その効果はダイズに比べ小さかった。一方着英数 10-2 ppm区および土廃処理 10-1ppm区で，それぞれ

は主茎，分枝とも増加したが，ダイズと異なり主裟却に 22%および 42%増加した。

おける効果が著しく (16-45%)個体当たりの着英数は 一方，アズキについてみると (Fig.2)，処理により恨，

処理により 15-41%増加した。しかし，濃度，処理方 ~(葉柄を含む)および葉身乾物重が増加し(処理区平均

訟によって一定の傾向は認められなかった。また，アズ でそれぞれ 22.7，30.0および 61.0%)その程度は業身で

キでは，処理により着生業数(複葉数)が噌加するのが 著しく大きかった。しかし，爽実乾物重は着爽数が増加l

特徴である。詳創1Iに検討してみると，主茎の着生業数 したにもかかわらず (Table1)各処理区とも減少し (15

は，無処理区 6.9'!I¥!に対して処理区では 9.5土0.23業着生 -28%)，全乾物重におけるl行加効栄(平均 8.7%)はダイ

しており(無処理区との差は 1% 水準で有意よ業数の~l1;N ズと大差なかった。また，比業面積は処理により有意
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(1%水準)に減少したが， 葉身乾物重の顕著な増加を反

映し， ~表面積指数は 17-50% (31L均 38.3%)増加した(葉

身乾物重と葉面債指数との相関・ rニ 0.980**)。

以上のように，開花期におけるエピブラシノライド処

理はその後の生長，特に栄養生長を著しく刺激すること

から，その効果を主茎，分校別に検討してみると茎葉乾

物重の噌加効果はダイズ，アズキとも分校よりも主茎に

強く現れていた。また，これとは逆にダイス守における幼

爽重の増加は主茎よりも分校で大きく，この傾向は特に

10-2 ppm 濃度処理で顕著であった。

3. 収量および収量構成要素に及ぼす影響

収量および収量構成要素を Table2に示した。 ダイ

ズでは，子実収量は茎処理 10-1ppm区を除くと処理!に

より 9-21%増加した。収量構成要素のうち， 13庭内粒

数には効栄はなかったが，?A数， 100粒重， および総重

は総じて増加し，その効果は 10-2ppm 濃度処理で大き

い傾向が認められた。一方，アズキでは茎処理 10-1ppm 

区で 18%の増収が認められたものの， f'也の処理区では

効架がなく減収する区もみられた。収量構成要素につい

ても同様で，地収した主処理 10-1ppm区で爽数と総重

が無処理区より有意に大きかったほかはほとんど処理効

栄が認められなかった。また，粒茎比は，ダイズ，アズ

キとも処理により減少する傾向がみられた。

アズキでは，エピブラシノライド処理により，栄主主器

官 (::'tJì~ と根)の乾物重，業面積指数および着2定数は若し

く地加したが，英実乾物重が減少した。アズキはダイズ

と同様，栄j室生長と生向古生長のfJf進期聞が長い1'1'物加)で

あるが，処理後 20日目の英実乾物重割合は処理により

1%水準で有意に減少した(無処理区 48.5%，処理区 34.3

土1.2%)ことからみると，開花期における処理は栄養生

長を刺激し，同化産物は主として茎葉の生長にふり l句け

られ，英実への分配が抑制されたものと考えられる。

一方，成熟期における子実収量は，茎処理 10-1ppm 

区を|徐くと全く処理効果がみられなかった。佐藤19)は

アズキでは一般に開花の早い下位節の膏は結爽率が高

く，遅く開花したものは落爽しやすいことを報告してい

る。処理後初日目と成熟期における個体当たりの英数

を主茎，分枝別に比較してみると，着爽への処理効果が

大きかった主茎で、は，無処理区に対して処理区の落爽が

著しく多く(1.0対 4.8/個{本)，成熟期の爽数には約 13定の

差しか認められなかった(無処理区 13.8/1同体，処理区

14.9土0.3/他H小)。 このことは分校においても同様で (0.3

タイズ，アスキの生育・収量に及ぼすブラシノライドの効果
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Table 2. E妊ectof epi-brassinolide applied at the flowering stage 

on yield and yield components 

Seed 1y0 ield No. of No. of 100 seeds Top dry Seed/stem 
Treatment Conc. (kg/lO a) 

(ppm) PUoPdI-s )seed weigg) ht weIght dry weight 
M B Total (jpod) (g) (g/m2) ratio 

Soybean 

Non-treatment 179 106 285(100) 58.3 1.8 22.1 496 3.5 

Leaf-spray 
10-1 198 113 311((1091) ) 63.0 1.7 22.1 540 3.4 
10-2 209 106 315!11 62.4 1.7 23.9* 553 3.0 

Stem-spray 
10-1 176 105 281((999) ) 59.8 1.7 21.6 517 3.3 
10-2 183 129 311 110 60.6 1.7 24.0* 539 3.2 

Soil-in iection 10-
1 199 121 320((12121)) * 63.4 1.8 23.0 561 3.1 

otl-mjectlOn 10-2 218* 116 34411 65.8* 1.7 24.6ネ 593* 2.8 

Azuki bean 

Non-treatment 153 118 271 (100) 24.7 5.7 11.6 384 3.9 

Leaf-spray 
10-1 154 94 248((92) ) 24.4 5.5 11.1 368 3.3 
10-2 163 112 2751101 26.6 5.8 10.8 399 3.7 

Stem-spray 
10-1 169 151 320((118) ) 29.6* 5.8 11.2 471本 3.3 
10-2 162 95 257 ( 95 24.7 5.5 11.3 374 3.5 

Soil-in iection 10-
1 158 91 249((92) ) 24.3 5.5 11.2 361 3目5

011-m]ectlOn 10-2 167 109 276 !102 25.5 5.5 11.7 403 3.3 

M: main stem， B: branches， ( ): relative value， *: 596 level of signi五cancebetween a treat-

ment and non-treatment. 

対 2.3/個体)，成熟期における処理区の分校~数は，~処

理!区 10-1ppmを除くと知、処理区と全く差がなかった

(無処理|玄10.9/11占1休，処理区 10.9:1:1.9/個体)。これらのが:

米からみると，アズキでは， I対花盛期iiijの処J!flによって

上位節の着爽数は増加したものの，同化産物は茎業の造

成に利用されたため，爽の発育はむしろ抑制され，結2定

率が低下して収量増につながらなかったものと推察され

た。 また，茎処理 10ー1ppm区でみられた噌収効果(主

として分校による)は，処理後 20日目の処理がj*と全く

対応していないことから，エピプラシノライドの直接的

効米であるかどうかは疑わしい。

処理直前に下位節分枝を切除したタイズでは，処理に

より分校の数や節数，着爽数が憎し子実収量は総じて増

加したが，その効果は 10-2ppm濃度処狸で大きい傾向

が認められた。しかし，増収効果は必す、しも分校によっ

てもたらされたものではないこと，主茎，分校別にみた

処理後 20日目と成熟期の爽数の間には有志;な相関関係

が認められなかったことから，効果の発現過程は切らか

ではない。またダイズでは，下位節分校を切除したこと

から繁茂度が低く(葉面積指数 2.3-3.4)，受光体制が収

監~Iìリ|浪因子の一つになっているダイズでは，今後，相互

遮蔽の影響も加味して検討する必要があろう。

以上のように，本試験では作物，処理部位および、濃度

によって必ずしも一定した効栄が得られたわけで、はない

が，エピブラシノライドはダイズやアズキの着英数をよ首

加させるほか，::R長生長1生を促進させることが切らかに

なった。禿ら 15)はluiP易条件下で安定した結果が何られ

ない原因の一つは，外生的に植物体に取り込まれたブラ

シノライドは短日間で活性が消失するためと推定してい

る。従って，実用化に一当たっては，作物・ 1品種の開花f!fl

性， {fド育1生，分枝性など，生盟.生態的特i性生をふまえた

上で

あるものと考えられる。

v.摘要

ダイズ，アズキについて，開花期にエピブラシノライ

ドを処理(濃度 10-1および 10-2ppm， '!î~凶散布，茎表

面散布および土波法入処理)し， 着2定数および生育・収

量に及ぼす効果について検討した。

処理直前に下位節分校を切除したダイズ(品種キタホ

7 レ)では，開花始め処理によって分校数，分校総節数，

着:S定数がI削日した。 また， 子実収i品:は茎処理 10-1ppm 

区を除くと処理により 9-21%増加した。収量構成要素

のうち， 1 ;'M'lt'L数には効県はなかったが，%数， 100 

粒重および総重は総じて増加し， その効栄は 10-2ppm 

淡度処理で大きい傾向が認められた。
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一方，アズキ U，，'diTiエリモショウズ)では，開花盛期直

前に処理すると，栄養生長が著しく刺激され(根，茎，

菜:身乾物重および葉面積の橋大)，着爽数も精力目したが，

?A実乾物霊は減少した。 また，子実収量は茎処理 10-1

ppm区で 18%の明収効果が認められたものの，他の処

理区で‘は効果がなかった。一般に処理効果には処理波

度，方法によって一定の傾向は認められなかった。
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Summary 

1n order to clarify the effect of epi-brassinolide 

on growth and yield of the field-grown soybean 

(Glycine max Merr.， cv. K山 homare)and azuki bean 

(Vigna仰 gularis，cv. Erimoshouzu)， the 10ー1ppm

and 10-2 ppm solutions were sprayed on leaves 

(Leaf-spray) and stems (Stem-spray) and injected 

into soil directly under the hill (Soil-injection) at 

the flowering stage， and morphological characteri-

stics， dry weights and leaf areas were measured at 

the 20th day after treatment and seed yields were 

det巴rminedat maturity. 

1n soybean， of which branches were removed 
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just before treatment， number of branches， total 

node number of branch stems and pod number 

per plant were increased by the treatments， though 

not slgn泊cant，at the 20th day after treatment 

(Table 1). Leaf， young pod and total dry weights 

were also increased， on average， 18.2;;ぢ， 40.296 and 

10.0%， respectively， when compared with those of 

non-treated plot (Fig. 1). Seed yields of the treat司

ments increased 9-2196 except 10-1 ppm stem-spray 

treatment， mainly due to the increase in pod num-
ber and 100 seed weight (Table 2). The treatments 

were more effective in the 10-2 ppm than in the 

10-1 ppm solution. 

On the other hand， in azuki bean dry weights of 

each organ except pod + seed， and leaf area indices 

were greatly increased by the treatments， suggest-

ing that epi-brassinolide stimulated more the vege-

tative growth than the reproductive growth (Fig. 2) 

As the result， the seed yields of each treatment 

did not increase except 10ー1ppm stem-spray treat-

ment (Table 2)， in spite of the increase in pod 

setting at the 20th day after treatment (Table 1). 

There were no regular e任ectsamong the treat-

ments and between the concentration levels. 


